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【手続補正１】
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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
被験体において免疫応答を調節するための組成物であって：
【化４】

からなる群から選択される化合物を含み、ここで該被験体が、ウイルス感染症に罹患して
いる、組成物。
【請求項２】
請求項１に記載の組成物であって、前記被験体が、癌から寛解している、組成物。
【請求項３】
請求項２に記載の組成物であって、該組成物が規則的に投与されることを特徴とする、組
成物。
【請求項４】
請求項２に記載の組成物であって、該組成物が最大耐量（ＭＴＤ）よりも低い用量で投与
されることを特徴とする、組成物。
【請求項５】
請求項１に記載の組成物であって、前記調節が、誘発である、組成物。
【請求項６】
請求項１に記載の組成物であって、細胞毒性量以下で前記被験体に投与される、組成物。
【請求項７】
請求項１に記載の組成物であって、別の因子と同時投与される、組成物。
【請求項８】
請求項５に記載の組成物であって、別の因子と同時投与される、組成物。
【請求項９】
請求項５に記載の組成物であって、ＴＮＦ－αレベルを上昇させ得る用量で投与される、
組成物。
【請求項１０】
請求項５または請求項９に記載の組成物であって、前記化合物が、２０μＭ未満の定常状
態平均薬物血中濃度を有する、組成物。
【請求項１１】
請求項１に記載の組成物であって、前記ウイルス感染症が、ＨＣＶ、ＨＩＶ、またはＨＳ
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Ｖである、組成物。
【請求項１２】
請求項５に記載の組成物であって、前記誘発が、サイトカイン、ケモカイン、または成長
因子の産生を刺激する、組成物。
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